


はじめに
- は第じ1め章に - 



LINEの垢BANとは

公式LINEが垢BANされて
全てのリストを失うこと

全ての機能が使⽤停⽌



垢BAN対策の重要性

1リスト1万円の価値がある

LINEの垢BANで経営が⼤きく傾く

予約や顧客情報が全て吹き⾶ぶ 構築した導線も全て吹き⾶ぶ



LINEの垢BANについて理解する

本講義のゴール



垢BANになる行為
- は第じ２め章に - 



Affiliate

垢BANになる⾏為7選

1

5

アフィリエイト
リンクの添付

2

タイムライン
（LINE VOOM）

に投稿する

6

販売LPや決済のURL
を何度も送る

3

認証アカウントにする

禁⽌ワードの多⽤

7

4

通報されるような⾏為

同じURLをテキスト上
で何度も送る



1：アフィリエイトリンクの添付

アフィリエイトリンクを

※Brain・美容商材等のアフィリンク

LINEで送ると即垢BAN



2：販売LPや決済のURLを何度も送る

テキストに同じURLを連投すると垢BANになる

決済リンクや販売サイト
などは特に危険

※必ずカルーセルに⼊れること



3：禁⽌ワードの多⽤

稼げる/儲かる アダルト系ワード

※⾔い回しを変えて配信する



4：タイムライン（LINE VOOM）に投稿する

LINE VOOMはLINE登録をしていない
不特定多数のユーザーに⾒られる

怪しい配信は垢バン対象



5：認証アカウントにする

認証済みアカウントは

LINE社の監視の⽬が厳しくなる

審査に落ちたら即⽇垢BAN



6：通報されるような⾏為

tiktokから
リストを集める⾏為

配信で
ユーザーを煽る⾏為



垢BANを避けるためには
- 　第　3　章　 - 



1

4

2

5

3

垢BANを避けるためには

所在地・地域設定を⾏う

タイアカウントを使う

API拡張ツールを導⼊する

ローンチは全て
メルマガで⾏う

URLを
できるだけ送らない



1：所在地・地域設定を⾏う

法律の問題で設定しないとBANの可能性有



2：API拡張ツールを導⼊する

※APIツールからの配信は
 LINE社にほぼバレない

公式LINEからの⼀⻫配信が危険



3：URLをできるだけ送らない

直リンクではなく画像やカルーセルの中に入れる

テキスト＋リッチ画像 テキスト＋カルーセル テキスト＋リッチメニュー



4：タイアカウントを使う

海外アカウントを
使うことで

バンリスクは
下がる

※開設が⾯倒なのでココナラで依頼

※今のところ大丈夫（検証済み）



5：ローンチは全てメルマガで⾏う

教育を多めにするローンチでは
必ずメルマガで⾏う

※リスト数が多い⼈だけで良い



課題



課題

今後のLINE運⽤で
意識してください


